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不安に影響されすぎたり、もしくは自信のなさが刺激されて、チームへの参入が消極的に

なってはならない。そこに留まり、自身そして、関わるクライアントやスタッフの心情に

敏感でありながら、そしてそれらの葛藤を抱えながら、「何かがみえてくる」まで、少しず

つつながっていくこと、そして根気よく支援を続けていくことも重要な視点であろう。 
 心の専門家である視点を生かして、それぞれの現場の状況に応じて工夫して参入できる

ことがこれからの心理職に期待されるのではないかと思う。本研究においては、6 つの視点

で考察を試みたが、今後も検討を重ねていきたい。 
 最後に、経験の浅かった Th に沢山の豊かな体験を与えてくれ、共にプロセスを歩んでく

れた A 子と、その家族、その他チームスタッフの方々へ、心から感謝の意を捧げたい。 
 本研究が、これから心理職を志す学生や、現場で奮闘している心理職初学者の方の一助

となれば幸いである。 
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「精神障害を生き抜くとはいかなることか」を  
多様性にひらく  
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 and Extreme States” 
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要旨 

本論は、「精神障害者は病や障害をいかに生きているのか」という研究の主幹となる調査の一

端を報告するものである。本研究は、精神障害を生き抜く“にいちゃん”の生きられた経験に

学ぶ事例報告である。方法は、非構造化面接を用いるインタビュー調査である。本研究は、一

人一人のユニークな「生きられた経験」を聴きとり、語られた物語から「多様性を認め」合う

ケアの視点を考察することを研究目的としている。分析の結果、“他者のまなざしに自身の病い

を見る”、“「こんにちは」に応えること”、“いつの間にか”、“おかげさま”、“ひたすらしょうが

なしに「待つ」”―以上、5 つの生きられた経験の意味が見出された。  
 

 キーワード：多様性 精神障害 生き抜く 質的研究  
Key words：Diversity ; Mental health issues, trauma, extreme states ; Survival ;  

Qualitative research 
 

1. はじめに 

 本論は、「精神障害者は病や障害をいかに生きているのか」という研究の主幹となる調査の一

端を報告するものである。調査は、一人一人のユニークな「生きられた経験」を聴きとり、語

られた物語から「多様性を認め」合うケアの視点を考察することを研究目的としている。 

本研究の問題意識は、拙著にてすでに記した（松田 2018）。 

筆者は、精神障害者当事者を対象とする質的研究をレビューした結果、精神障害者が地域で

暮らし続ける物語のモデルストーリーが共通して見出されていることへの疑念を述べ、モデル

ストーリー化した物語が、多様さを認め難くさせ、包摂どころか、条件を満たさないものの排

除を招きかねない問題を指摘した。質的データを収集し分析することの強みは、むしろ多様さ

の発見にある。精神障害者当事者を対象とする質的な研究は、今一度、「多様性を認める」とい

う原点に立ち戻り、存在するとみなしてきたものを今一度問い返していくような、事実の集積

を行い、「これは何か？」と素朴に問い、発見していく作業に戻ることが求められていると述べ

                             
* 北海道大学大学院教育学研究院 教授 
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た。かつて、障害受容段階説への反駁から試みた拙著（葛西 2006）でも、精神障害者当事者へ

の聴きとり調査から<和解>、<所有>、<日常化>、<悪循環>という生きられた経験の軌跡を見出

したが、精神障害者へのケアリングを論じるにあたり、成長の意味を曖昧なままに、自身の成

長に向かって主体的に人生を「生き抜いて」いくモデルを前提としていたことは否めなかった。

最後に、筆者は近著（松田 2018）において、多様さを認め合う社会の創出が求められていく社

会の変化が期待される現在であるからこそ、やはりモデルストーリーから脱却した多様さにひ

らかれたストーリー、事実の集積が新たに求められていることを提起した。 

こうした問題意識により、何より、一人一人の物語を丁寧に扱うことを志すものであるがゆ

えに、本論文では、インタビューという方法を用いた一事例報告という形をここで試みること

とした。 

 

2. インタビュー調査概要 

2.1. インタビュー調査の目的と方法 

繰り返しになるが、インタビュー調査

の目的は、「当事者が精神障害を抱えて生

き抜くとはいかなることか」という問い

に基づき、地域生活において精神障害を

意識する（させられる）とはいかなるこ

とか、その生きられた経験の意味を探求

することと設定した。図 1 の調査協力依

頼文書には、ひとり一人のインタビュイ

ーが語る生きられた経験、生きざまの実

態から、ケアの視点を学ぼうとしている

研究であることが記してある。 

インタビュー方法は、文書にあるテー

マと「暮らしの中で、関わりの中で病気

を意識する（させられるとき）、しないと

きについて、自由にお話をしていただき

たい」と投げかける以外は、その場の流

れ次第でインタビューが展開する非構造

化面接であり、今回インタビュー調査に

応じてくださったにいちゃん（仮名）と

の面接は 2 回にわたって合計約 2 時間行

われた。 
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 83

を置かないことが必要なんですって。 

 

 にいちゃんは、氷のようなしこりを日々の生活の中で溶かしていきながらも、あえて記憶に

は留めようとしているのだ。 

  

3.4.5. 水を飲むように薬を飲む 

 にいちゃんは 2 回目のインタビューに応じる際にも、最近書いた原稿とメモを手にしてくだ

さっていた。その原稿に書いてあったのが、『水を飲むように薬を飲む』というアドバイスだっ

た。 

 薬を服用しないと大変なことになるという意識ではなく、そういうのは横に置いといて、〈普

段の水、補給のごとく飲むっていう、ふうに、あんま意識しないみたいな、そんな、意味合い？〉

と問う私に、にいちゃんは「そういう感じです」と答えた。そして、 

 

『薬飲むの嫌だあっ』て、とかってこう、ある人いっぱいいるけれど、朝になったら、水を飲むよ

うに薬を飲む。大事っていうか。 

 

最初、私は原稿を読んだとき、騙されたと思って飲むというようなごまかしみたいな呪文だ

な、と正直思っていた。けれども、いちいち意識しないで飲むということは、よくよく考えて

みると、受け取りようによっては、違うカラクリがあるのかもしれないと、途中で気づいた。

しこりを記憶することとは逆の扱われかただけれど、いちいち意識していたら目障りだし、面

倒くさいし、回避したくもなる。忘れないようにセットしていたら、しこりのような氷が溶け

そうになっているのに、かえってカチカチっと冷えて固まり出すかのようなイメージすら湧い

てくる。服薬の扱われかたは病気や障害の扱われかたの象徴でもあることは、私の研究のなか

でも明らかになっていた。つまり、服薬を意識しているうちはまだまだ楽にはなれないという

ことなのかもしれない。そう思って、にいちゃんに問い返したとき、即座ににいちゃんから同

意する言葉が返ってきたわけである。 

 

3.5. 意識させられる病気・障害 

「心の中にある氷」は外側からはみることができない現象だ。しかし 2 回目のインタビュー

の後半に語られたにいちゃんの経験は、現実場面から病気や障害を意識させられる、目に見え

る現象として淡々と語られていった。 

 

3.5.1. 働くと入院になるとき障害者だなって思う 

 にいちゃんは、「これ、（1 回目のインタビューでは）言わなかったかな」と前置きをして、

「働くとすぐ入院になる時に、障害者だなって思うんですよね。」と話した。 

 にいちゃんは 2 回ほどバイトをしてみたものの、1 回目は 3 日で倒れて、4 日目に入院し、2

回目のバイトは、8 日間働いたけれど、9 日目から入院した。楽しかったのに、休憩室にはコー

ヒーがあってお菓子が置いてあって、病気のことは言わずに勤めていて職場の人たちは私を病

気と思わなかったみたいで、可愛がられていたかもしれないのに、「入院って。（中略）何度働

いても入院するから、私、障害者だなあーやっぱり、働けば、入院がつきものなんだなあって」
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 彼女は、病気や障害の取り扱われかたを質問する私に、10 代の頃抱えていた「心に氷がある

ような」生活があったことを話した。「不安でしょうがなかった」、「どうしようもない」、その

ときの彼女は、「この不安は、苦しさしかないから、（中略）不安でも動けることをしよう」と

いう方へ動いている。前述した戦法である。そして、自ら記した原稿も手にしながら、「水を飲

むように薬を飲む」話へとつないでいった。「不安でも動けることをしよう」と「水を飲むよう

に薬を飲む」には共通するところがある。一言で言えば、それは、“いつの間にか”である。こ

の戦法に関する考察は、後節に詳述する。 

 しかし、“いつの間にか”ではどうにもならない事実ももちろんある。それが「働くと入院に

なるとき障害者だなって思う」、だったり、「仕立て上げられていく病状悪化」という物語とし

て綴られていた。『疲れているから』と保護室への入院を医師と静かに合意したであろう彼女が、

化粧を落としたいというニーズに対する看護師の応答のずれから、どんどんと病状悪化へと仕

立て上げられ、処置され拘束されていくさまは、目を覆わずにはいられない。いや、いや、見

て見ぬ振りは許されない。 

 「やっぱりね、なんか、病気が良くなるっていうのはね、大変なことだと思うんですよ」と

いう彼女の言葉は重い。彼女が綴った生きられた経験の物語はここに尽きるのかもしれない。 

 

5. 考察―意識してどうにかなることとならないことがある 

 本節では、研究目的に戻り、にいちゃんという人のインタビューによる事例報告から得た発

見を以下に述べる。本研究の目的は「当事者が精神障害を抱えて生き抜くとはいかなることか」、

地域生活において精神障害を意識する（させられる）とはいかなることか、その生きられた経

験の意味を探求することであった。 

彼女が綴った経験の物語から捉えられた教示の一つは、「障害者ゆえに障害者としてまなざさ

れる私」に示された“他者のまなざしに自身の病いをみる”ことの意味である。中井（2010）

は、統合失調症状態の急性期を、存在は完全に「世界」対「自己」に二分され、「世界」は「意

味するもの」の総体となり、「自己」は「意味されるもの」となるがゆえに、人は“まなざされ”

るだけではなく、世界によって「読まれる」、と記している。この状態に関して、中井久夫とラ

グーナ社員（精神障害者がともに働く就労継続支援 A 型事業所）の対話から生まれていった「中

井久夫と考える患者シリーズ（全 4 巻）」の編集に携わっていた森越まや（2017）からの引用を

次に記す。森越（2017）は「人を受け入れる笑いで包まれた「あいだ」」の温かさについて触れ、

統合失調症の急性期においても、「世界からまなざされ、語りかけられる体験」であるがゆえに、

「語り合う相手が、判断や思惑のない、開かれた心で向き合うことは、患者が周囲の表情から

どのように見られているかを思い煩うことなく、自分の正気を証明するという孤独な作業に陥

らず、健康な部分を自覚し、「他者」とのつながりの糸を見つけることができるのではないか。」

と述べている。 

ろう者である齊藤陽道（2018）は「自身の声は口から出した瞬間に消えてしまう。聴者にど

んなふうに届くのかもわからないまま発した音声のゆくえを相手の表情から読みとる」という

描写で聴者とのやりとりを表している。相手に委ねるしかない自身の音声のゆくえは、自身の

存在の不確かさ、心許なさを連想させる。我が身は、鏡という媒介物なしに全身を目で見て確

かめることはできないにも関わらず、我が身を感じ身体感覚を意識できている。このことは不

思議なようだけれど、普段は決して不思議なこととして認識されていない。 
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